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話題の本棚

私
の
歴
史
を
編
み
直
す
と
い
う
こ
と

　

一
九
四
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
に
降
伏
す
る
。
そ
の
後
、
中
部
の
町
ヴ

ィ
シ
ー
に
臨
時
政
権
が
樹
立
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
フ
ラ
ン
ス
国
」
で
あ
る
。

今
日
に
至
る
ま
で
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
そ
の
責
任
の
所
在
を
明
示
せ
ぬ
よ
う
苦
心

し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
他
方
で
ピ
エ
ー
ル
・
ア
ス
リ
ー
ヌ
な
ど
の
文
学
者
た
ち

は
、
こ
の
時
代
に
焦
点
を
当
て
、
数
々
の
問
題
を
江
湖
に
問
う
て
き
た
。
そ
し

て
知
人
ア
ス
リ
ー
ヌ
か
ら
の
刺
激
的
な
提
案
が
と
ば
口
と
な
っ
て
、
こ
こ
に
も

う
一
つ
、
あ
の
時
代
を
振
り
返
る
重
要
な
著
作
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
私
自
身
の
半
生
の
歴
史
家
と
な
る
こ
と

　

著
者
ビ
ル
ン
ボ
ー
ム
は
フ
ラ
ン
ス
で
著
名
な
歴
史
社
会
学
者
。
ヴ
ィ
シ
ー
政

権
樹
立
の
直
後
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
じ
き
に
ユ
ダ
ヤ
人
一
斉
検

挙
の
危
険
が
迫
り
、
幼
い
彼
は
田
舎
の
農
家
に
預
け
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
「
匿

わ
れ
た
子
供
」
と
し
て
の
彼
の
幼
少
体
験
が
始
ま
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
体
験
を

彼
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼
は
逡
巡
す
る
。
歴

史
学
・
社
会
学
の
専
門
家
と
し
て
、
ど
う
自
ら
の
過
去
に
向
き
あ
う
べ
き
か
。

そ
こ
で
彼
が
選
ん
だ
の
は
「
私
自
身
の
半
生
の
歴
史
家
と
な
る
こ
と
」
だ
っ
た
。

　

こ
の
謂
い
は
、
本
書
の
叙
述
と
構
成
を
通
し
て
明
ら
か
と
な
る
。
第
一
章

「
最
初
の
情
景
」
は
、
父
と
「
私
」（
著
者
）
を
身
籠
る
母
の
南
へ
の
逃
避
行
で

始
ま
る
。
歴
史
的
資
料
を
随
所
に
引
用
し
な
が
ら
、
背
景
と
な
る
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
手
つ
き
は
鮮
や
か
だ
。
そ
の
前
景
で
、「
私
」
が
生

れ
、
親
切
な
農
夫
夫
妻
に
預
け
ら
れ
、
時
に
ド
イ
ツ
軍
に
家
宅
捜
索
さ
れ
な
が

ら
ど
う
に
か
生
き
延
び
、
戦
後
両
親
と
再
会
す
る
ま
で
が
描
か
れ
て
ゆ
く
。

　

第
二
章
「『
フ
ラ
ン
ス
国
』
が
私0

を
殺
し
た
」
で
は
、「
私
」
の
そ
の
後
の
半

生
が
、
再
度
多
く
の
資
料
を
渉
猟
し
つ
つ
明
か
さ
れ
る
。「
私
」
が
学
生
だ
っ

た
五
〇
年
代
後
半
と
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
英
雄
・
ド
ゴ
ー
ル
将
軍
が
政
権
復

帰
し
、「
開
か
れ
た
」
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
が
称
揚
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
。
ヴ
ィ

シ
ー
の
記
憶
が
タ
ブ
ー
だ
っ
た
当
時
の
風
潮
は
、「
私
」
の
考
え
に
も
影
響
を

与
え
る
。
だ
が
八
〇
年
代
、
あ
の
フ
ラ
ン
ス
国
の
官
僚
ら
が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
政

策
を
進
め
た
と
知
る
と
、
自
ら
を
殺
そ
う
と
し
た
存
在
を
確
信
す
る
に
至
る
。

　

他
方
第
三
章
「
私0

は
「
正
義
の
人
」
に
救
わ
れ
た
」
で
は
、「
私
」
が
親
切

な
人
々
に
匿
わ
れ
た
経
験
を
起
点
と
し
て
、ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
「
正
義
の
人
」

た
ち
の
足
取
り
を
書
簡
や
通
達
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う

し
て
本
書
は
、
歴
史
的
資
料
か
ら
広
が
る
背
景
の
上
に
自
ら
の
半
生
を
当
て
が

い
、
改
め
て
「
私
」
を
礎
石
と
す
る
歴
史
を
編
み
直
す
試
み
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　「
沈
黙
」
す
る
と
い
う
こ
と

　

お
そ
ら
く
本
書
を
貫
く
テ
ー
マ
は
「
沈
黙
」
だ
。
身
元
が
暴
か
れ
る
こ
と
を

恐
れ
た
幼
少
の
「
私
」、
ヴ
ィ
シ
ー
の
記
憶
を
タ
ブ
ー
に
し
た
戦
後
の
風
潮
、

自
ら
の
半
生
を
語
ら
な
か
っ
た
「
私
」、
今
で
も
過
去
の
責
任
を
取
ら
な
い
フ

ラ
ン
ス
政
府
、
そ
し
て
沈
黙
を
放
棄
し
た
「
私
」。
あ
る
箇
所
で
著
者
は
述
べ

る
。「
沈
黙
は
否
認
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。」
本
書
か
ら
導
き
出
し
得
る

教
訓
は
、
自
国
の
加
害
の
歴
史
を
認
め
ず
、
或
い
は
証
言
者
の
高
齢
化
が
深
刻

な
問
題
で
あ
る
極
東
の
、
と
あ
る
国
に
も
有
益
な
も
の
だ
ろ
う
。�

（�

リ
ン
ダ 

）
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ヴ
ィ
シ
ー
の
教
訓

ピ
エ
ー
ル
・
ビ
ル
ン
ボ
ー
ム
著

大
嶋
厚
訳

吉
田
書
店
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話題の本棚

史
料
が
示
す
も
の
と
は

　

杉
原
千
畝
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
領
事
館
に
勤
務
し
て
い

た
彼
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
か
ら
逃
れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
難
民
を
逃
が
す
た
め
日

本
の
通
過
ヴ
ィ
ザ
を
外
務
省
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
発
行
し
、
多
く
の
ユ
ダ
ヤ

人
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
。「
義
人
」「
東
洋
の
シ
ン
ド
ラ
ー
」
な
ど
と
彼
と
そ
の

功
績
は
伝
説
化
し
、
近
年
更
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
ど
う
な
の

か
？　

本
書
で
は
史
料
に
照
ら
し
て
当
時
の
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
け
る
政
治
状
況

と
ユ
ダ
ヤ
人
を
め
ぐ
る
事
態
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
著
者
の
依
拠
し

て
い
る
史
料
は
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ダ
ヤ
系
機
関
Ｊ
Ｄ
Ｃ
に
残
さ
れ
て
い
た
、
当
時

リ
ト
ア
ニ
ア
で
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
の
救
助
に
対
応
し
て
い
た
人
々
の
記
録
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
起
こ
り
、
ド
イ
ツ
と
ソ
連
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
分

割
さ
れ
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
と
難
民
が
流
れ
込
ん
で
来
た
。

こ
の
時
点
で
リ
ト
ア
ニ
ア
の
中
で
は
親
ソ
と
反
ソ
、
さ
ら
に
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

的
な
風
潮
が
複
雑
に
混
ざ
り
合
っ
て
衝
突
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
証
言
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
戦
が
始
ま
っ
て
約
半
年
後
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
は
ソ

連
軍
が
進
駐
し
て
実
質
的
に
ソ
連
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
そ
の
中
で
ユ
ダ
ヤ
人

の
国
外
脱
出
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
そ
れ
を
助
け
た
の
が
杉
原
の
ヴ
ィ
ザ
発

給
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
関
し
て
著
者
は
非
常
に
興
味
深
い
読
み
解
き
を
行

っ
て
い
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
国
内
で
反
ユ
ダ
ヤ
的
政
策
を
採
っ
て
い
た
の

は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
リ
ト
ア
ニ
ア
ま
で
波
及
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
し
て
ソ
連
が
進
駐
し
て
き
て
国
外
脱
出
の
動
き
が
激
し
く
な
っ
た
の
は
、
ソ

連
に
対
し
て
の
忌
避
感
が
強
く
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

ソ
連
に
お
い
て
も
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
敵
対
感
情
は
強
く
、
進
駐
・
併
合
後
に

ソ
連
の
国
籍
取
得
が
強
制
さ
れ
た
こ
と
で
ソ
連
に
「
魂
を
殺
さ
れ
る
」
と
感
じ

た
ユ
ダ
ヤ
人
が
安
住
の
先
を
求
め
て
移
動
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と

著
者
は
主
張
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
動
き
を
ソ
連
側
も
暗
に
望
ん

で
い
た
よ
う
に
み
え
る
史
料
す
ら
も
存
在
す
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ

人
は
ド
イ
ツ
よ
り
も
む
し
ろ
ソ
連
か
ら
の
避
難
を
望
ん
で
い
た
。
し
か
も
そ
れ

を
ソ
連
側
も
望
ん
で
い
た
と
な
る
と
、
杉
原
の
ヴ
ィ
ザ
発
給
に
対
す
る
反
対
は

実
際
の
と
こ
ろ
は
表
面
上
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生
じ
る
。
そ
し
て
も
う

一
点
、
日
本
側
の
外
務
省
の
対
応
も
強
硬
な
反
対
と
い
う
も
の
で
は
な
く
形
式

に
則
っ
た
扱
い
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
、
と

著
者
は
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
る
に
、
杉
原
の
行
為
は
結
果
と
し
て

ユ
ダ
ヤ
人
の
命
を
救
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
険
し
い
決
断
で

は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

歴
史
は
わ
か
り
や
す
い
「
英
雄
」
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
。
本
書
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
史
料
に
は
当
時
リ
ト
ニ
ア
ニ
ア
で
実
務
に
あ
た
っ
て
い
た
担
当
者
の

名
前
が
残
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
彼
ら
は
こ
れ
ま
で
無
名
の
存
在
と
し
て
埋
も

れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
杉
原
千
畝
は
当
時
の
状
勢
を
考
慮
し
て
早
急
な
対
策

に
努
め
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
そ
れ
こ
そ
政
治
状
況
上
の
要
因
や

様
々
な
人
々
の
助
力
も
絡
み
合
っ
て
成
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
複
雑
さ
を

丹
念
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
本
書
は
教
え
て
く
れ
る
。�

（�

ね
こ 

）

�
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リ
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野
賢
治
著　
共
和
国
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　この本はきっと、自分に
とって大切な本になる――
その本を読む前からそう感
じることがたまにある。私
の場合、『風の便り』がそ
うだった。銀閣寺近くの小
さな本屋さんの棚に、この
本はぽつんと置かれていた。派手なイラスト
が描かれているわけでもない。豪華な装飾が
施されているわけでもない。でもなぜか、私
はこの本にどうしようもなく惹きつけられて
いた。素朴で、だけど美しい本だった。本と
しての静かな佇まいを、この本はもっていた。
　この随筆集の著者は、小山清。不遇の人生
を歩んだ寡作の作家で、太宰治に師事したこ
とでも知られる。彼の文章を読むと、その人
柄がおのずと伝わってくる――「君が所帯を
持ったことも、子供が生れたことも、風の便
りに聞きました。この世の中には、風の便り
というものがあって、こちらがべつに求める
ことをしないでも、消息を聞かせてくれるも
のですね。なにげなく齎

もた

らされたものがいち
ばんいい。どこかの国の古い諺に、こんなの
がなかったかしら。日頃会い過ぎるほど人に
会い、席の暖まらぬ思いばかりしていると、
そんなたまの便りが懐かしくて」。心にじん
わりと沁みわたる、このこぢんまりとした文
章がなんとも味わい深い。
　本書をそっと手に取り、じっと眺めてみる。
するとそこに、小山清その人が浮かび上がっ
てくるように感じられる。飾り気のないデザ
イン、手になじむ小ぶりなサイズ、一枚ずつ
手で貼られた装画のあたたかみ、これらはど
れも小山清の人柄や精神をそのままに映し出
している。この本にはこの装丁しかあり得な
いとさえ思えてくる。気がつくとこの本は、
私にとって大切な本になっていた。�（�ぱや ）
� （123 頁　税込 1760 円）

風の便り
小山清著
夏葉社 特集

装丁
　

本
と
は
何
だ
ろ
う
と
、
た
ま
に
考
え
ま
す
。
印
刷
し
て
綴
じ
て
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
な
の
で
し
ょ

う
か
。
た
し
か
に
な
か
に
は
、
そ
れ
で
十
分
だ
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
私
は
、
そ

こ
に
何
ら
か
の
不
足
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
は
本
で
あ
る
か
ら
に
は
美
し
く
あ
っ
て
ほ
し
い
、
そ
う

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
い
つ
も
思
い
出
す
の
が
、
恩
地
孝
四
郎
の
言
葉
で
す
。
彼
は
か
つ
て
、

こ
う
言
い
ま
し
た
―
―
「
本
は
文
明
の
旗
だ
。
そ
の
旗
は
当
然
美
し
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。
そ
し

て
本
を
美
し
く
す
る
と
い
う
使
命
を
背
負
っ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
が
装
丁
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の

特
集
で
は
そ
ん
な
、
本
を
本
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
装
丁
に
光
を
当
て
て
み
ま
し
た
。�

（�

ぱ
や 

）
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　「本質は外身ではなく中
身に宿るものである」と、
一体誰が決めたのだろう。
　いつの日だったか、真夏
の暑さから逃れるために逃
げ込んだ古本屋。表紙の秩
序ある水玉模様が気に入り、
自然と手が伸びた。正直、詩なんてよくわか
らない。詩が好きだと宣う人間たちは、教養
にウザそうで、何となく人として信用できな
い。というか、ジャケ買いについて説教を垂
れてくるに決まっている。だが、恐る恐る頁
を捲ってみると、宇宙がモチーフの詩がいく
つかあり、素敵な未知との遭遇を予感した。
　そうして本書を読み進めていった評者であ
ったが、「四季にすらなれない感情に、何の
意味もないよ」という一節に辿り着く頃には、
もう既に宇宙猫のような顔になってしまった。
　詩の時系列は曖昧で、人称代名詞は誰を指
しているのかが不明確。グーグル翻訳を通し
たかのような違和感が所々ある。故になかな
か、一つの解釈へと着地させてくれない。と
ても意地悪な本だ。けれど、頁を捲っている
その時間、評者の意識は不思議な浮遊感を確
かに覚え、心地よいと言わざるを得ない状態
に陥っていたことに、悔しさを覚えたのだ。
　ふと、表紙の水玉模様に目をやる。最初は
秩序があるように思われたこの模様も、よく
見ると細部はよくわからない。でも確かにゲ
ジュタルトが好きだし、それはまさにこの詩
集を表しているようだ。愛しい「わからな
さ」によって編み込まれているからこそ、何
度でも読めるし、どこまでも引き込まれる。
　こうしてめでたく、評者も詩を好む者たち
へと仲間入りした。さぁ、あなたも早くこち
らにおいで。ジャケ買いでも全然いいよ。特
に教養も要らない。信じてくれ。�（�ましゅ ）
� （95 頁　税込 1320 円）

　その赤さにどきっとして、
思わず手に取ってしまった
のがこの小説との出会いだ
った。振り向いている女の
写真。目元はぼやけていて
表情は分からない。ページ
をめくると、文字の羅列が
表紙に負けない強烈な雰囲気を放っている。
　隣り合わせの愛と死と生と恐怖と恍惚と憤
怒。テキーラ、マンコのヒステリー、フロア
の喧騒。タケノコダンス、ニョキ、ニョキ、
ニョニョ。ニョキニョキニョキッ。
　22歳の作家、リンによる自伝的創作。本当
の自伝ではなく、自伝のような作り話。彼女
は常に混乱している。そもそも現実と妄想の
境目が無いのだから、「オートフィクション」
こそ彼女の世界そのものなのかもしれない。
　22 歳の冬から始まり、18 歳、16 歳、15 歳
と時代が遡っていく。ストーリーは断片的で
脈絡がなく、ふと蘇った感情を思い出したま
まに吐露しているかのようだ。
　彼女の激しい情動や、止まらない妄想は周
囲との摩擦を起こす。恋人とスチュワーデス
の浮気も、いつの間にか見えるようになった
生首も、現実の話ではない……のか？
　いや違う、彼女にとっては何もかもありの
ままなのだ。自分自身に死んでくれと願うこ
とも、その後すぐ私は一生死なないと思うこ
とも、全部が嘘のない彼女だ。誰しも、頭の
中を本当にそのままだだ漏れさせてみたら、
こんな風に矛盾だらけでちぐはぐで生々しい
んじゃないかと思う。
　そんな僅かな共感を頼りに、リンの世界に
必死に食らいつく。彼女が真っ向から放つパ
ワーに息切れして、何度も休みながら繰り返
し読む。本を手に取った時の強烈な印象が、
もう何年も褪せないでいる。� （�茫漠 ）
� （280 頁　税込 524 円）

夜空はいつでも最高密度の
青色だ

最果タヒ著　リトル・モア

オートフィクション
金原ひとみ著
集英社文庫
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　装丁という言葉のうち、
「丁」は書籍の紙数を数え
る語を意味する。ここで紹
介するのは、「丁」にこだ
わった世界でも類をみない
一冊である。そのデザイン
が内容と織りなす読書体験
は、天地が逆転するほどの面白さを持つ。
　「シューカツをやめた」という宣言から始
まる本書は、しかし一人の実業家の悪戦苦闘
を綴っている。はじめは流れに身を任せ就活
を行っていた大学生の「ぼく」は、次第に画
一的な新卒採用方式に疑問を抱く。そこで彼
は休学し、アフリカのトーゴへと赴く。その
決断は、さらに第二の決断を「ぼく」にもた
らす。帰国後に勤めた地域の信用金庫を退職
し、再び彼はトーゴの地へ渡る。「アフリカ
と京都をテーマにものづくりをする。」道な
き道を歩く「ぼく」、すなわち著者の中須の
挑戦が、ここから語られていく。
　アフリカと日本を往復しながら進行する著
者の物語は節ごとに区切られている。日本で
の出来事は右開きの縦書きにより構成され、
逆にトーゴでの体験は左開きの横書きとなっ
ている。それゆえ読者は本の上下を替えなが
ら、トーゴ、京都、更には東京やパリを駆け
回る中須の動きを追うことになる。加えて、
就職し、離職し、人に救われ人を想う若者の
心の動きがその過程で伝達される。移動が制
限された今だからこそ、この書物の多層的な
動性は、万人の心に響くに違いない。
　京都の染色職人とトーゴの織布に出会い、
やがて著者は服作りに全力を注ぐこととなる。
格差が生じやすいこの分野で「みんなが笑っ
て過ごせる世界をつくる」ことを目指す彼の
姿勢は、唯一無二のデザインとともに、ダイ
ナミックな喜怒哀楽を伝えている。�（�とよ ）
� （223 頁　税込 1650 円）

　10 月の晴れた日。汗ばむ
陽気に反し、草木は色づき
始め、夕方の北風は少々肌
寒い。木漏れ日の下で花が
咲き、蝶が舞う。爽やかで、
愛おしく、しかしひとつまみの哀しさを感じ
る。川島小鳥の見つめる生きものたちの眼は、
そんな情感を届けてくれる。
　本書はポートレートの名手である川島が三
年間に渡り台湾に通って完成させた、木村伊
兵衛賞受賞の写真集。右上の角を切った、お
菓子の家のような表紙を見てみると、ポップ
にデザインされたタイトル『明星』、鮮やかな
黄色、そして素朴な美少女がパッと目に飛び
込んでくる。ファンシーで「かわいい」、宝
石箱のような装丁。しかし女の子の瞳と表情
はどこか哀しみを感じさせる。裏表紙も見て
みる。雨でずぶ濡れの醇美な青年男子がこち
らをまっすぐと見つめる。やはり彼も哀しみ
を湛えているのだが、爽やかさは削がれない。
　写真の撮られた現場の手触り感を感じさせ
るような、空色の布地の背表紙を持ち、写真
集を開く。10 枚ほどの横長の 4：3 の写真と、
同じく 10 枚ほどの縦長の 3：4の写真が、交
互に続く。プリンを食べてキュッと美味しそ
うな顔をする幼児、貝を被った不思議な蟹。
「かわいい」。時折差し込まれる、どこか哀し
げな眼をした生きものたち。訳もなく抱きし
めたくなる。「かわいい」。川島の眼を通して
フィルムに記録される生きとし生けるものは、
「かわいい」という慈愛に満ちた愛情を喚起
する。
　このような特殊な製本は製本機械だけでは
できない。本書の全ての関係者たちが何度も
試行を繰り返し、ここまで値段を抑えて出版
に漕ぎ着けた。あらゆる「かわいい」を丁寧
に詰め込んだ宝石箱のような一冊。�（�石透 ）
� （240 頁　税込 3300 円）

Go to Togo
一着の服を旅してつくる

中須俊治著　烽火書房

明星
川島小鳥著
ナナロク社
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　本書を手にとって眺める
と、何やらきらきら反射す
る。まるで光る石のよう。
短編ごとの表紙は黒のなか
に亡霊のように浮かぶ地図
や写真。本の断面は、その
黒い表紙によって区切られ、
白と黒のはっきりとした対比の世界がみえる。
これは本でありつつ、本ではない。本という
「もの」に息を吹きかけ、長く語られなかっ
た記憶や知られなかった昔をあらわした、宝
の部屋である。
　本書では、地図から消えた小さな島につい
ての資料や、今や観ることができない映画の
あらすじなどを簡単な史実として書き記す。
それらをテーマに、その後短編の物語が繰り
広げられる。売れなくなり旦那や家族をもた
ないことを悔いる年老いた風邪っぴきの元女
優。万物を知りたい欲求から月に恋焦がれ、
月に地球のあらゆるものの保管庫をつくる職
を全うしながらその限界と惨めさに気付く男。
「すべてを忘れるのはもちろん悪いことだ。
だがさらに悪いのは、何も忘れないことだ。」
――自分を縛り付ける過去の栄光やトラウマ
を忘れる術はない。ただ、今見えているもの
を見ること、しなければならないことをする
ことは、著者が本書を通してあなたに伝えた
い忘却術なのかもしれない。
　空調管理された、薄暗く高尚な博物館に足
を踏み入れるときの緊張感と同じものを感じ
ながら、あなたは背すじをしゃんとして、手
にお菓子のくずがついていないか確認し、ペ
ージをめくる。一編を読み、枕元におく。さ
て、明日あなたはなにを忘れているか。なに
を覚えているのか。そんなことを考えるにち
がいない。秋の夜長に不思議なヴンダーカン
マーへ。� （�トントゥ ）
� （260 頁　税込 3190 円）

　本を手に取る時、あなた
は表紙を気にするだろう
か？　本の内容に惹かれて
手に取ることが多いだろう
が、実は本を読む時に最初
に目に入ってくるのは装丁
なのだ。今回の特集では気
に入った装丁を各編集委員が紹介してきた。
どれもなかなかに魅力的だ。さて、服をデザ
インするデザイナーがいるように、本をデザ
インするデザイナーもいる。最近では人気漫
画家やイラストレーターの絵が表紙を飾るこ
ともあるが、そういった表紙絵も含めて装丁
を作り出すことを仕事とする人がいるのだ。
本書では日本のブックデザイン界で第一人者
といえる著者が自らの仕事について語り明か
してくれる。
　大学在学中にたまたま引き受けた脚本デザ
インからその道に進んだ著者は九〇年代に＜
講談社出版文化賞ブックデザイン賞＞を受賞
している。彼の仕事ぶりがオールカラーの本
書で直接触れられて興味深い。どのようなこ
とを考えて一冊一冊のデザインを作っている
か、示してくれる。どうすれば手にとっても
らいやすくなるだろうか？　（実は読書がそ
れほど好きではないらしいのだが）本の内容
を読み、著者のイメージを考え、表紙のスタ
イルやタイトル・著者名の書体などを練って
いく。小説・研究書・エッセイ……、彼の手
がけた本は数知れない。きっとあなたも彼の
デザインした本を目にしているだろう。
　あなたの目と本の間にある透明な存在、そ
んなブックデザイナーという存在について本
書を通じてもう少し知ってもらえたら嬉しい
限りである。新刊で紹介されている『現代日
本のブックデザイン史』と併せて読むとより
面白いだろう。� （�ねこ ）
� （237 頁　税込 2200 円）

失われたいくつかの物の目録
ユーディット・シャランスキー著

細井直子訳　河出書房新社

鈴木成一　装丁を語る
鈴木成一著

イースト・プレス
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

ぼ
く
の
が
っ
か
り
し
た
話

セ
ル
ジ
ョ
・
ト
ー
フ
ァ
ノ
著

橋
本
勝
雄
訳　

英
明
企
画
編
集

　

菜
食
主
義
者
と
な
っ

た
人
食
い
鬼
、
不
眠
症

の
眠
れ
る
森
の
美
女
、

赤
ず
き
ん
に
傅
く
オ
オ

カ
ミ
、
姉
た
ち
の
謀
略
で
バ
ツ
イ
チ
と
な
っ
た
シ
ン

デ
レ
ラ
…
…
登
場
す
る
の
は
痛
快
な
ほ
ど
に
「
が
っ

か
り
」
な
、
馴
染
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
か
ず
か
ず
。

　

本
作
は
、
二
〇
世
紀
イ
タ
リ
ア
文
学
を
代
表
す
る

多
彩
な
作
家
・
ト
ー
フ
ァ
ノ
の
代
表
作
。
小
学
校
の

卒
業
試
験
に
三
度
も
落
第
し
た
「
ぼ
く
」
は
、
奇
妙

な
家
庭
教
師
と
出
会
う
。
彼
は
授
業
も
そ
っ
ち
の
け

に
し
て
、
魅
力
的
な
お
と
ぎ
話
を
沢
山
話
し
て
く
れ

る
。
あ
る
晩
「
ぼ
く
」
は
、
彼
が
大
切
に
し
て
い
る
、

お
と
ぎ
話
の
世
界
へ
行
け
る
魔
法
の
靴
を
盗
み
出
し
、

一
人
で
旅
に
出
る
。
家
庭
教
師
の
話
を
信
じ
込
ん
で

い
た
「
ぼ
く
」。
だ
が
旅
先
で
出
会
う
の
は
、
最
初

に
紹
介
し
た
「
が
っ
か
り
」
な
運
命
を
辿
る
有
名
人

た
ち
ば
か
り
。
と
う
と
う
「
ぼ
く
」
は
叫
び
出
す
。

「
ど
こ
も
が
っ
か
り
す
る
こ
と
ば
か
り
！
（
…
…
）

ど
こ
も
貧
乏
だ
し
、
真
実
は
ね
じ
ま
げ
ら
れ
て
い
る

心
は
ど
こ
へ
消
え
た
？

東
畑
開
人
著

文
藝
春
秋

　

全
世
界
を
震
撼
さ
せ

た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

未
知
の
脅
威
が
引
き
起

こ
し
た
も
の
は
何
か
。

数
多
の
死
者
と
社
会
的
距
離
、
充
実
し
た
時
間
の
喪

失
…
…
。
そ
う
い
っ
た
「
大
き
す
ぎ
る
物
語
」
が
話

題
を
席
巻
す
る
中
、
一
人
一
人
の
人
間
が
実
際
に
生

き
て
い
る
は
ず
の
「
小
さ
な
物
語
」
は
、
少
し
ず
つ

陰
を
潜
め
て
い
っ
た
。

　

最
初
に
断
っ
て
お
く
と
、
本
書
は
決
し
て
疫
病
と

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
私
た
ち
の
生
活
に
焦
点
を
当
て
た

も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
世
間
と
は
無
関
係
に
進

行
す
る
日
常
や
あ
ま
り
に
も
個
人
的
な
遠
い
過
去
へ

の
追
憶
を
基
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
「
小
さ

な
物
語
」
と
は
、「
大
き
な
物
語
」
の
否
定
と
し
て

立
ち
現
れ
て
く
る
、〈
私
的
〉
な
物
語
だ
か
ら
だ
。

　

流
行
に
乗
り
遅
れ
つ
つ
も
あ
る
ア
ニ
メ
の
劇
場
版

を
見
て
涙
を
流
す
著
者
。
涙
に
つ
い
て
考
え
る
中
で
、

泣
く
た
め
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
を
訪
ね
て
き

た
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
と
の
や
り
と
り
を
ふ
と
思
い

出
す
。
お
そ
ら
く
涙
に
は
三
つ
の
種
類
が
あ
る
。
一

つ
は
、
生
理
的
反
応
に
過
ぎ
な
い
タ
マ
ネ
ギ
の
涙
。

二
つ
目
は
、
多
く
の
人
に
共
感
さ
れ
理
解
さ
れ
る
よ

う
な
脚
本
の
涙
。
そ
し
て
、
最
後
の
一
つ
は
、
他
者

に
は
理
解
さ
れ
難
い
自
分
だ
け
の
個
人
的
な
涙
。
そ

れ
は
、
あ
ま
り
に
も
〈
私
的
〉
で
、
だ
か
ら
こ
そ
公

に
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
る
、「
小
さ
な
物
語
」
の
一

つ
な
の
だ
。

　

ネ
ズ
ミ
た
ち
の
前
か
ら
消
え
た
チ
ー
ズ
の
よ
う
に
、

私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
は

ず
の
「
心
」
は
、
幾
度
と
な
く
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
広
く
は
語
ら
れ
に
く
い
「
小
さ
な
物
語
」

の
中
に
こ
そ
、
私
た
ち
が
「
心
」
と
呼
ぶ
何
か
が
隠

さ
れ
て
い
る
。�

（�

ま
し
ゅ 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
一
六
五
〇
円　

9
月
刊
）

し
、
み
じ
め
な
現
実
と
、
こ
け
お
ど
し
や
見
せ
か
け
、

つ
ま
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
じ
ゃ
な
い
か
！
」

　

す
っ
か
り
幻
滅
し
た
「
ぼ
く
」
は
、
現
実
に
戻
っ

て
今
度
こ
そ
猛
勉
強
を
す
る
。
そ
し
て
迎
え
た
四
度

目
の
卒
業
試
験
。
そ
の
結
果
は
…
…
題
名
を
裏
切
ら

ぬ
幕
切
れ
を
迎
え
る
、
と
だ
け
申
し
添
え
て
お
こ
う
。

　

本
作
が
書
か
れ
た
の
は
第
一
次
大
戦
の
最
中
。
古

の
神
話
や
土
着
の
民
話
に
材
を
取
っ
た
「
教
育
的
」

小
説
が
跋
扈
し
、
体
制
は
や
が
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
と

向
か
う
。
そ
ん
な
危
う
い
時
代
背
景
を
勘
案
す
れ
ば
、

こ
こ
に
描
か
れ
る
「
が
っ
か
り
」
が
孕
む
シ
ニ
カ
ル

さ
や
危
機
意
識
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。（�

リ
ン
ダ 

）

�

（
一
六
〇
頁　

税
込
一
五
四
〇
円　

9
月
刊
）
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現
代
日
本
の 

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
史

１
９
９
６

－

２
０
２
０

長
田
年
伸
ほ
か
編　

誠
文
堂
新
光
社

　

書
店
ま
で
自
転
車
を

走
ら
せ
、
と
く
に
当
て

も
な
く
ぶ
ら
ぶ
ら
と
棚

を
見
て
回
る
。
す
る
と

突
然
、
一
冊
の
本
が
視
界
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
な

ぜ
そ
の
本
に
目
を
奪
わ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
な
ぜ
か
、
そ
の
本
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

思
わ
ず
ぱ
っ
と
そ
の
本
を
手
に
取
っ
て
し
ま
う
―
―
。

　

こ
の
と
き
私
た
ち
を
そ
の
本
に
惹
き
つ
け
て
い
る

も
の
、
そ
れ
が
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
だ
。「
ブ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
書
店
空
間
に
お
い
て
ま
だ
テ
ク
ス
ト
に
触
れ
る
前

の
読
者
に
そ
の
本
の
魅
力
を
目
に
み
え
る
か
た
ち
で

提
示
し
、
一
瞬
で
そ
れ
と
わ
か
ら
せ
る
た
め
の
装
い

を
本
に
与
え
る
こ
と
」。
本
書
は
、
そ
う
し
た
使
命

を
背
負
う
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
そ
れ
も
と
り
わ
け
カ

バ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
注
目
し
、「
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
史
か

ら
出
版
史
を
描
く
こ
と
」
を
目
指
す
。
編
者
は
長
田

年
伸
、
川
名
潤
、
水
戸
部
功
の
三
人
。
巻
末
に
は
、

鈴
木
成
一
、
菊
地
信
義
、
佐
藤
亜
沙
美
、
名
久
井
直

子
、
祖
父
江
慎
と
の
鼎
談
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
み

な
、
現
代
日
本
を
代
表
す
る
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
。

　

で
は
、
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
並
べ
る
こ
と
で
何
が

見
え
て
く
る
の
か
。
そ
れ
は
「
年
を
経
る
に
つ
れ
て

デ
ザ
イ
ン
が
ど
ん
ど
ん
う
る
さ
く
な
っ
て
き
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
も
う
、
本
の
内
容
に

ふ
さ
わ
し
い
か
た
ち
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
。「
現
代
日
本
の
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て

ま
ず
な
に
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
の
は
「
商
品
」
と
し

て
訴
求
力
の
あ
る
装
丁
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
ブ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
成
り
下
が
っ
て
い
る
」。

　

一
九
九
六
年
か
ら
続
く
出
版
不
況
。
こ
の
状
況
か

ら
脱
す
る
方
法
を
考
え
る
う
え
で
、
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
視
点
は
欠
か
せ
な
い
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
二
五
四
頁　

税
込
三
三
〇
〇
円　

8
月
刊
）

　

映
画
は
い
つ
で
も
繰

り
返
し
観
る
こ
と
が
で

き
る
。
若
い
世
代
に
と

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
認

識
は
当
た
り
前
で
あ
ろ
う
。
ス
マ
ホ
で
映
画
を
「
な

が
ら
見
」
す
る
こ
と
も
一
般
化
し
、
映
画
観
は
一
変

し
た
。

　

気
鋭
の
映
画
学
者
・
北
村
匡
平
は
そ
の
よ
う
な
現

代
に
お
け
る
映
画
観
を
真
摯
に
見
つ
め
つ
つ
、
古
典

と
現
代
の
作
品
の
様
々
な
映
像
表
現
を
接
続
し
、
批

評
し
て
い
く
。
例
え
ば
第
4
章
「
映
画
の
音
響
」
で

は
、
二
つ
の
対
照
的
な
雰
囲
気
の
表
現
を
ぶ
つ
け
新

た
な
効
果
を
生
み
出
す
「
対
位
法
」
を
軸
に
黒
澤
明

の
『
酔
い
ど
れ
天
使
』
と
『
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
新

劇
場
版
：
破
』
を
繋
ぐ
。
音
楽
を
対
位
法
と
し
て
用

い
る
時
、
黒
澤
は
、
映
画
の
物
語
の
中
で
の
現
実
の

音
で
あ
る
「
物
語
世
界
の
音
」
と
し
て
音
楽
を
使
用

し
て
い
た
と
い
う
。
後
者
は
そ
れ
が
で
き
て
お
ら
ず
、

や
や
「
あ
ざ
と
さ
」
を
感
じ
る
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

　

多
様
な
視
聴
形
態
が
一
般
化
し
た
現
代
に
お
け
る

新
た
な
映
画
論
も
充
実
し
て
い
る
。
例
え
ば
賛
否
の

分
か
れ
る
「
リ
メ
イ
ク
」
を
、
筆
者
は
『
打
ち
上
げ

花
火
、
下
か
ら
見
る
か
？　

横
か
ら
見
る
か
？
』
を

用
い
て
論
じ
る
。
本
作
は
「
ド
ラ
マ
」
が
原
作
で
あ

り
、「
ア
ニ
メ
映
画
」
と
し
て
リ
メ
イ
ク
さ
れ
た
際
に

は
、
主
題
歌
の
Ｍ
Ｖ
や
、
主
役
の
声
優
を
広
瀬
す
ず

が
演
じ
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
複
合
的

な
メ
デ
ィ
ア
は
映
画
館
や
テ
レ
ビ
、
Ｃ
Ｄ
、
広
告
と

い
っ
た
固
有
の
メ
デ
ィ
ア
を
超
え
て
常
に
観
客
の
日

常
へ
入
り
込
む
。「『
映
像
を
観
る
』
こ
と
自
体
が
す

で
に
『
リ
メ
イ
ク
を
観
て
い
る
』」
と
ま
で
著
者
は

述
べ
、
現
代
に
お
け
る
映
画
体
験
が
捉
え
直
さ
れ
る
。

　

従
来
の
／
現
代
の
映
画
観
を
抑
え
た
本
書
は
、
現

代
映
画
学
の
教
科
書
と
呼
べ
る
は
ず
だ
。�

（�

石
透 

）

�

（
二
八
六
頁　

税
込
二
七
五
〇
円　

5
月
刊
）

24
フ
レ
ー
ム
の
映
画
学

―
―
映
像
表
現
を
解
体
す
る

北
村
匡
平
著

晃
洋
書
房
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現
代
思
想
２
０
２
１
年
9
月
号

特
集
＝〈
恋
愛
〉の
現
在

―
―
変
わ
り
ゆ
く
親
密
さ
の
か
た
ち

永
田
夏
来
ほ
か
著　

青
土
社

　

時
代
が
変
わ
れ
ば
恋

愛
の
在
り
方
も
変
わ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
恋
愛
結

婚
」
が
多
数
派
と
な
っ

た
の
が
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
こ
と
。
八
〇
年
代
に

は
消
費
と
恋
愛
が
強
く
結
び
つ
き
、
デ
ー
ト
文
化
が

編
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
恋
愛
至
上
主
義
は
高
度
消
費

社
会
と
共
に
一
時
拡
大
す
る
が
、
次
第
に
人
々
は
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
よ
り
も
「
自
分
ら
し
さ
」

「
居
心
地
の
良
さ
」
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
今
。
あ
る
一
定
の
価
値
観
が
社
会
を
席
巻

す
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。
一
人
一
人
が
、
自
分
に
と

っ
て
の
「
恋
愛
」（
そ
も
そ
も
恋
愛
と
い
う
言
葉
を

用
い
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
）
に
つ
い
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

　

あ
る
人
は
「
ク
ワ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
宣
言
」
を
掲

げ
た
。「
恋
愛
」
に
は
興
味
が
な
い
。
し
か
し
、
自

分
に
と
っ
て
の
「
重
要
な
他
者
」
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
「
人
生
を
賭
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
や

っ
て
い
く
と
決
意
し
た
の
だ
。
ま
た
あ
る
人
は
、
他

人
の
恋
バ
ナ
に
自
分
の
恋
愛
以
外
の
経
験
を
重
ね
る
。

片
想
い
の
苦
し
み
と
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
内
の
名
コ

死
、欲
望
、人
形

評
伝
ハ
ン
ス・
ベ
ル
メ
ー
ル

ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ェ
ブ
、ロ
バ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
著

相
馬
俊
樹
訳　

国
書
刊
行
会

　

魅
惑
的
な
タ
イ
ト
ル

だ
。
そ
し
て
ベ
ル
メ
ー

ル
の
一
生
は
こ
の
三
つ

の
言
葉
に
集
約
さ
れ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
死
・
欲
望
・
人
形
。

　

本
書
は
稀
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ハ
ン
ス
・
ベ
ル

メ
ー
ル
の
生
涯
を
描
い
た
評
伝
で
あ
る
。
時
代
順
に

分
け
ら
れ
、
そ
の
時
に
作
ら
れ
た
作
品
が
写
真
付
き

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
作
品
も
挑
発
的
で
、
思

わ
ず
目
を
隠
し
た
く
な
る
（
そ
し
て
指
の
間
か
ら
覗

き
た
く
な
る
）。
直
視
す
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
ず
、

し
か
し
目
を
背
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
の
蠱
惑

的
な
作
品
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
制
作
さ
れ
て
き

た
の
か
。
作
品
か
ら
は
伺
う
こ
と
の
で
き
な
い
人
間

像
を
本
書
は
教
え
て
く
れ
る
。

　

初
め
は
父
親
へ
の
反
抗
だ
っ
た
。
家
父
長
制
を
嫌

い
技
師
と
し
て
期
待
さ
れ
た
役
割
に
逆
ら
う
た
め
に
、

彼
は
作
品
を
作
っ
た
。
時
代
は
全
体
主
義
に
突
入
し
、

健
康
や
有
用
性
が
叫
ば
れ
る
中
で
「
例
え
間
接
的
で

あ
っ
て
も
何
ら
か
の
形
で
国
家
に
奉
仕
す
る
よ
う
な

一
切
の
仕
事
を
放
棄
す
る
」
と
表
明
し
た
。
彼
が
制

作
す
る
作
品
の
、
悍
ま
し
さ
、
不
気
味
さ
、
淫
靡
さ

は
全
て
排
除
さ
れ
る
対
象
だ
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
移
住
し
た
彼
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

の
社
会
に
入
り
、
バ
タ
イ
ユ
と
の
運
命
的
な
出
会
い

を
果
た
す
。『
マ
ダ
ム
・
エ
ド
ワ
ル
ダ
』
や
『
眼
球

譚
』
の
挿
絵
を
描
く
中
で
、
有
用
性
か
ら
離
れ
た
至

高
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
作
品
と
し
て
描
い
て
い
く
。

　

芸
術
が
人
を
癒
す
の
で
は
な
く
、
傷
つ
け
る
も
の

で
あ
る
と
し
た
ら
、
ベ
ル
メ
ー
ル
の
作
品
は
私
た
ち

を
否
応
な
く
傷
つ
け
る
。
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
、
自

意
識
か
ら
抑
圧
さ
れ
る
人
間
の
欲
望
を
呼
び
覚
ま
す

か
ら
だ
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
の
で
は
な
い

か
、
人
の
欲
望
は
消
え
な
い
の
だ
か
ら
。（�

き
も
の 

）

�

（
四
二
七
頁　

税
込
四
九
五
〇
円　

8
月
刊
）

ン
ビ
へ
の
嫉
妬
心
。
失
恋
と
、
引
っ
越
し
に
感
じ
た

喪
失
感
。
ド
キ
ド
キ
も
多
幸
感
も
感
傷
も
「
恋
愛
の

専
売
特
許
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
る
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
世
に
既
に
あ
る
言
葉
を
使
っ
て

し
か
、
自
分
の
気
持
ち
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
他
者
と
の
関
係
性
も
、
自
分
の
奥
底
に
あ
る

感
情
も
、
分
類
で
き
な
い
自
分
だ
け
の
も
の
な
の
だ
。

ま
だ
言
葉
に
な
ら
な
い
想
い
を
そ
の
形
の
ま
ま
壊
さ

ず
抱
き
続
け
る
た
め
に
、
い
つ
か
自
分
と
向
き
合
う

旅
に
出
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
時
、

人
々
が
愛
に
悩
ん
だ
軌
跡
を
残
す
こ
の
本
は
、
あ
な

た
の
手
助
け
と
な
る
だ
ろ
う
。�

（�

茫
漠 

）

�

（
二
六
二
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

8
月
刊
）
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東
京
の
生
活
史

岸
政
彦
編

筑
摩
書
房

　

少
し
私
の
話
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
来
年
か

ら
東
京
に
住
み
ま
す
。

で
も
東
京
は
嫌
い
で
す
。

人
は
多
い
し
、
空
は
狭
い
し
、
セ
カ
セ
カ
し
て
る
し
。

正
直
、
京
都
を
出
る
の
、
イ
ヤ
で
す
。
で
も
そ
ん
な

東
京
で
も
「
生
活
」
を
し
て
い
る
人
が
い
る
ん
だ
よ

な
あ
、
と
思
い
、
本
書
を
手
に
取
り
ま
し
た
。

　

本
書
は
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り
「
東
京
の
生
活
史
」

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
本
書
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
そ
の
分
厚
さ
で
す
。
物
理
的
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
ペ
ー
ジ
を
捲
る
と
、
ど
の
ペ
ー
ジ
に
も
人
間

の
「
生
活
」
が
あ
り
ま
す
。
オ
チ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

読
み
ど
こ
ろ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
の
は
期
待

し
な
い
方
が
い
い
で
す
。「
じ
ゃ
あ
聞
く
け
ど
、
あ

ん
た
の
人
生
の
〈
読
み
ど
こ
ろ
〉
は
？
」
―
―
と
、

本
の
中
の
人
物
に
聞
か
れ
た
ら
、
答
え
ら
れ
ま
す
？

　

オ
チ
も
な
く
読
み
ど
こ
ろ
も
な
い
―
―
そ
れ
が
逆

に
言
え
ば
、
本
書
の
〈
読
み
ど
こ
ろ
〉
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。「
ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ
が
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の

「
月
の
光
」
弾
い
て
、
な
ん
っ
て
き
れ
い
な
世
界
だ
、

っ
て
。
で
そ
れ
か
ら
も
う
、
あ
ん
ま
り
感
度
が
よ
く

な
い
ラ
ジ
オ
、
毎
日
聴
い
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

章
が
あ
り
ま
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
、
ど
う
で
も
い

い
で
す
。
で
も
そ
ん
な
「
ど
う
で
も
よ
さ
」
が
「
生

活
」
の
リ
ア
ル
な
ん
だ
、
と
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

〈
語
り
手
〉
に
と
っ
て
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
も
、〈
聞
き

手
〉
に
と
っ
て
は
ノ
イ
ズ
に
す
ぎ
な
い
。
そ
ん
な
飾

ら
な
い
温
度
差
が
、「
人
生
」
っ
て
や
つ
だ
と
。

　

一
二
〇
〇
頁
に
も
の
ぼ
る
本
書
は
、
物
理
的
に
も

心
理
的
に
も
あ
な
た
に
「
重
さ
」
を
与
え
ま
す
。
一

二
一
二
頁
ぶ
ん
の
生
活
。
四
六
二
〇
円
ぶ
ん
の
人
生
。

文
字
通
り
、
誰
か
の
「
人
生
の
一
ペ
ー
ジ
」
を
、
ち

ょ
っ
と
覗
い
て
み
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。（�

出
席
点 

）

�

（
一
二
一
二
頁　

税
込
四
六
二
〇
円　

9
月
刊
）

　

歴
史
か
ら
現
代
社
会

を
見
つ
め
直
す
。
重
要

な
問
い
な
が
ら
、
こ
の

問
い
を
前
に
我
々
は
し

ば
し
ば
逡
巡
し
て
し
ま
う
。
こ
の
問
題
へ
の
様
々
な

ア
ク
セ
ス
方
法
を
提
示
し
て
く
れ
る
の
が
本
書
だ
。

　

市
民
セ
ミ
ナ
ー
の
講
義
録
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

文
体
は
柔
ら
か
く
、
四
か
ら
一
四
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
社
会
構
造
を
考
察
す
る
と
い
う
壮
大
な
内
容
に
も

躓
く
こ
と
な
く
読
み
進
め
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
四
世
紀
の
ゲ
ル
マ
ン
民
族
大
移
動
に
対
し

て
も
た
れ
る
、
ゲ
ル
マ
ン
側
の
一
方
的
侵
略
と
い
う

印
象
が
否
定
さ
れ
、
以
後
も
ロ
ー
マ
と
ゲ
ル
マ
ン
双

方
の
制
度
が
共
存
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
一

二
世
紀
頃
に
は
、
ど
ち
ら
の
文
化
や
制
度
が
優
勢
に

な
る
か
で
農
業
生
産
力
に
地
域
差
が
生
じ
、
生
産
力

の
高
い
地
域
で
は
作
物
の
多
様
化
が
み
ら
れ
、
低
い

地
域
で
は
遠
隔
地
と
の
交
易
が
活
発
化
す
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
各
地
の
特
産
物
を
交
換
す
る
場
と
し
て
市

場
都
市
が
成
立
し
て
い
く
の
だ
が
、
著
者
は
こ
こ
に

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
母
型
を
み
る
。
各
地
域

が
独
自
の
色
を
帯
び
つ
つ
、
相
互
依
存
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
体
に
拡
が
る
準
備
が
こ
こ
で
整
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
著
者
は
強
調
す
る
。
そ
こ
に
は
地
域
そ
れ

ぞ
れ
の
“
誇
り
”
と
“
カ
ラ
ー
”
が
あ
っ
た
こ
と
を
。

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
今
も
そ
れ
が
残
っ
て
い
る

と
。「
消
費
者
の
意
識
が
、
単
な
る
合
理
主
義
に
走

る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
け
じ
め
を
つ
け
て
、
歴
史

に
根
を
お
ろ
し
て
い
る
」。
現
代
日
本
が
陥
っ
て
い

る
有
名
無
実
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
の
違
い

は
こ
こ
に
あ
る
。
画
一
化
さ
れ
て
い
く
風
景
、
食
べ

物
、
言
葉
。
遠
い
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
か
ら
見

つ
め
直
す
べ
き
こ
と
は
、
案
外
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

投
稿
・
ハ
ラ
ン 

）

�

（
二
七
二
頁　

税
込
一
一
七
七
円　

7
月
刊
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
社
会
史

増
田
四
郎
著

講
談
社
学
術
文
庫
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福
祉
国
家

救
貧
法
の
時
代
か
ら
ポ
ス
ト
工
業
社
会
へ

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
著

小
田
透
訳　

白
水
社

　

福
祉
国
家
を
学
ぼ
う

と
思
え
ば
、
ま
ず
イ
エ

ス
タ
・
エ
ス
ピ
ン
＝
ア

ン
デ
ル
セ
ン
の
『
福
祉

資
本
主
義
の
三
つ
の
世
界
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

が
思
い
つ
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
ま
ず

本
書
が
福
祉
国
家
の
入
門
書
と
し
て
読
み
継
が
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

　

入
門
書
と
い
え
ど
も
、
専
門
書
に
劣
ら
な
い
内
容

の
濃
さ
だ
。
福
祉
国
家
の
定
義
か
ら
そ
の
歴
史
、
現

代
に
至
る
ま
で
の
変
化
が
述
べ
ら
れ
る
。
福
祉
国
家

を
類
型
化
し
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
対
し
、
著
者
は
各

国
の
福
祉
供
給
の
度
合
い
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
並

べ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
差
を
単
な
る
文
化
や
価
値

観
の
違
い
と
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
背
景
や

経
済
事
情
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
、
そ
の
必
然
性
を
考

察
す
る
。
福
祉
国
家
を
国
家
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て

語
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
い
っ
た
制
度
が
福
祉
国
家

を
形
作
り
、
ど
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
し
て
い
る

（
き
た
）
の
か
を
著
者
は
明
ら
か
に
す
る
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
福
祉
国
家
は
資
本
主
義
を
是
正
す

る
が
、
現
状
を
追
随
す
る
制
度
で
も
あ
る
。
格
差
が

功
利
主
義

Ｊ
．Ｓ
．ミ
ル
著　

関
口
正
司
訳

岩
波
文
庫

　

あ
る
い
は
、
名
前
だ

け
な
ら
誰
で
も
知
っ
て

い
る
よ
う
な
ミ
ル
の
主

著
が
、
つ
い
に
文
庫
化

さ
れ
た
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
古
典
的
名
著
『
功
利
主

義
』
で
あ
る
。
本
書
で
彼
は
、
正
し
い
行
い
と
不
正

な
行
い
の
判
断
基
準
を
「
効
用
」、
す
な
わ
ち
「
最

大
幸
福
原
理
」
に
求
め
る
。
曰
く
、
幸
福
を
促
進
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
行
い
が
正
し
い
と
さ
れ
る
一

方
、
そ
の
反
対
の
も
の
を
も
た
ら
せ
ば
も
た
ら
す
ほ

ど
不
正
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
幸
福
と
し
て
念
頭
に
置

か
れ
る
の
は
、
快
楽
の
こ
と
で
あ
る
。
議
論
は
や
が

て
、
苦
痛
を
免
れ
快
楽
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
と
い
う

「
道
徳
」
の
基
準
、
更
に
は
道
徳
的
行
為
の
動
機
づ

け
や
、「
正
義
」
と
効
用
の
関
係
に
ま
で
及
ん
で
い
く
。

　

功
利
主
義
の
立
場
を
積
極
的
に
示
す
場
面
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
向
け
ら
れ
た
批
判
に
対
抗
す
る
、
ミ

ル
の
懸
命
な
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
も
面
白
い
。
主
に
前
半

で
提
示
さ
れ
る
そ
の
応
答
に
お
い
て
彼
は
、
向
け
ら

れ
た
批
判
が
功
利
主
義
だ
け
で
な
く
、
他
の
立
場
に

も
妥
当
す
る
こ
と
を
訴
え
る
。
こ
の
よ
う
な
再
反
論

が
妥
当
で
あ
る
か
は
措
く
と
し
て
も
、
誤
解
を
取
り

除
き
つ
つ
、
自
ら
の
立
場
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
構

成
は
、
読
ん
で
い
て
非
常
に
興
味
深
い
。

　

一
読
し
て
す
べ
て
を
理
解
で
き
る
ほ
ど
容
易
で
な

い
と
は
い
え
、
本
文
は
難
解
な
述
語
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
言
葉
遣
い
が
比
較
的
平

易
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
本
書
で
は"utility"

を�

定
訳
の
「
功
利
」
で
は
な
く
「
効
用
」
と
訳
す
な
ど
、

読
み
や
す
さ
へ
の
配
慮
も
見
て
と
れ
る
。
な
お
、
本

書
は
巻
末
附
録
と
し
て
、
同
じ
く
ミ
ル
の
『
論
理
学

体
系
』
に
お
け
る
関
連
部
分
を
収
録
す
る
。
ミ
ル
の

哲
学
を
よ
り
深
め
て
み
た
い
方
に
も
、
ま
ず
は
手
に

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。�

（�

八
雲 

）

�

（
二
五
四
頁　

税
込
八
五
八
円　

5
月
刊
）

拡
が
る
現
代
社
会
で
は
、
福
祉
国
家
は
困
窮
し
た
人

を
助
け
る
た
め
の
装
置
に
な
る
は
ず
だ
が
、
現
代
で

は
中
間
層
が
最
も
そ
の
利
益
を
享
受
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
福
祉
国
家
は
問
題
だ
ら
け
の
資
本
主
義
に
歩

み
寄
り
な
が
ら
制
御
は
す
る
が
、
大
き
く
変
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
欠
点
を
批
判
す
る
の
は

容
易
だ
が
、
も
は
や
我
々
は
福
祉
国
家
を
な
く
す
こ

と
も
代
替
案
を
即
座
に
講
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
「
福
祉
国
家
に
「
賛
成
」
す
る
こ
と
は
、
一
九
四
〇

年
代
で
あ
れ
、
今
日
で
あ
れ
、
天
使
の
側
に
つ
く
こ

と
で
は
な
い
。」
福
祉
国
家
は
、
現
時
点
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

必
要
不
可
欠
な
社
会
の
選
択
な
の
だ
。�

（�

ト
ン
ト
ゥ 

）

�

（
二
三
四
頁　

税
込
二
六
四
〇
円　

8
月
刊
）
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世
界
と
日
本
の
地
理
の
謎
を

解
く

水
野
一
晴
著　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書

「
自
分
ら
し
さ
」と
日
本
語

中
村
桃
子
著

ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書

は
じ
め
て
の
プ
ラ
ト
ン

批
判
と
変
革
の
哲
学

中
畑
正
志
著　

講
談
社
現
代
新
書

　

衣
服
や
趣
味
な
ど
、
己
を
己
た
ら
し
め
る
も
の
は

多
い
。
言
葉
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
話
し
書
く
中
で

立
ち
現
れ
る
「
私
」
た
ち
は
、
し
か
し
同
時
に
、
不

気
味
な
「
ら
し
さ
」
と
せ
め
ぎ
合
う
こ
と
も
あ
る
。

　

本
書
は
、
社
会
と
言
葉
の
関
係
を
扱
う
社
会
言
語

学
の
入
門
書
と
な
る
。
名
前
や
人
称
、
語
尾
と
い
っ

た
言
葉
の
細
部
を
、
著
者
の
中
村
は
複
雑
な
自
己
同

一
性
の
表
現
と
し
て
読
み
解
く
。
そ
の
際
、
特
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
れ
と
解
釈
に

重
点
が
置
か
れ
る
。
一
人
称
「
ぼ
く
」
を
巡
る
記
述

は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
明
治
の
政
策
に
よ
る
男
性
一

人
称
と
し
て
の
「
ぼ
く
」
の
制
定
か
ら
、
女
子
に
よ

る
「
ぼ
く
」
使
用
の
背
景
、現
代
に
お
け
る
「
ぼ
く
」

使
用
の
多
義
性
ま
で
、
そ
の
構
築
と
変
化
の
経
緯
が
、

文
脈
と
意
図
を
踏
ま
え
た
上
で
述
べ
ら
れ
て
い
く
。

　

他
方
で
自
己
表
現
の
言
葉
が
、
常
に
社
会
集
団
の

固
定
観
念
と
せ
め
ぎ
合
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
実

際
に
用
い
ら
れ
な
い
「
わ
、
わ
よ
」
と
い
っ
た
「
女

こ
と
ば
」
は
、「
女
性
は
こ
う
話
す
べ
き
」
と
い
う

無
根
拠
な
規
範
を
構
築
し
、
女
性
の
語
り
方
を
巡
る

言
説
を
産
出
さ
せ
て
き
た
。
本
書
は
そ
う
し
た
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
の
戦
い
の
記
録
で
も
あ
る
。�
（�
と
よ 

）
�

（
二
四
〇
頁　

税
込
九
四
六
円　

5
月
刊
）

　

読
者
の
大
部
分
は
地
理
に
関
し
て
は
高
校
の
授
業

や
学
部
の
一
般
教
養
科
目
以
来
で
あ
ろ
う
が
、
地
理

の
面
白
い
本
が
あ
れ
ば
読
ん
で
み
た
い
と
い
う
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う

な
方
に
本
書
を
薦
め
た
い
。

　

著
者
は
調
査
・
研
究
で
日
本
全
国
津
々
浦
々
と
海

外
五
〇
ヶ
国
以
上
を
訪
れ
た
経
験
を
持
つ
。
本
書
は

著
者
が
現
地
で
出
く
わ
し
た
地
理
の
不
思
議
を
、
現

地
調
査
や
文
献
調
査
に
よ
っ
て
謎
解
き
を
し
、
記
述

し
た
も
の
で
あ
る
。「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
」
と
い

う
感
激
が
伝
わ
る
知
的
興
奮
溢
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
国
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な
土
地
の
地
理

に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ナ
ミ
ビ
ア
に
広

が
る
ナ
ミ
ブ
砂
漠
は
世
界
一
美
し
い
砂
漠
と
し
て
知

ら
れ
る
。
海
岸
付
近
の
砂
は
白
い
が
、
内
陸
部
に
な

る
と
赤
味
を
帯
び
る
。
な
ぜ
砂
が
赤
く
な
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
砂
漠
は
い
か
に
し
て
で
き
た
の
か
。
鳥

取
砂
丘
と
の
共
通
点
は
何
か
。
こ
の
よ
う
な
地
理
の

素
朴
な
疑
問
に
著
者
は
丁
寧
に
答
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
私
は
地
理
が
好
き
だ
。
私
と
同
じ
地
理

好
き
が
本
書
か
ら
地
理
へ
よ
り
深
い
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。（�

投
稿
・
マ
ン
ガ
ン 

）

�

（
二
五
一
頁　

税
込
一
〇
四
五
円　

5
月
刊
）

　

表
題
の
と
お
り
本
書
は
こ
の
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の

偉
大
な
哲
学
者
へ
の
入
門
書
で
あ
る
。
西
洋
哲
学
の

歴
史
は
そ
の
「
注
釈
」
に
す
ぎ
な
い
、
と
も
喩
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
の
プ
ラ
ト
ン
だ
が
、
論
じ
ら
れ
る
テ
ー

マ
の
多
様
さ
か
ら
言
っ
て
、
そ
の
哲
学
を
い
か
に
上

手
く
ま
と
め
る
か
は
、
論
者
の
腕
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

著
者
は
こ
こ
で
、
彼
の
哲
学
を
「
批
判
と
変
革
の

哲
学
」
と
い
う
観
点
か
ら
切
り
取
る
。
本
文
中
、
い

わ
ゆ
る
教
科
書
的
な
プ
ラ
ト
ン
紹
介
は
少
な
い
が
、

彼
が
「
対
話
」
と
い
う
形
式
で
著
作
を
執
筆
し
、
そ

こ
に
わ
ざ
わ
ざ
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
を
登
場
さ
せ
た
意

味
が
丁
寧
に
読
み
解
か
れ
る
。
そ
の
中
で
、
対
話
相

手
の
考
え
を
批
判
的
に
吟
味
し
、
必
要
に
応
じ
て
こ

の
相
手
の
思
考
に
変
容
を
促
す
、
そ
の
哲
学
ス
タ
イ

ル
の
魅
力
が
存
分
に
引
き
出
さ
れ
て
ゆ
く
。

　

加
え
て
、
単
な
る
プ
ラ
ト
ン
読
解
に
尽
き
な
い
の

も
、
本
書
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
最
終
章
で
は
、

彼
の
哲
学
が
「
プ
ラ
ト
ン
主
義
」
の
み
な
ら
ず
、
ナ

チ
ス
や
ネ
オ
コ
ン
思
想
に
与
え
た
影
響
が
示
唆
さ
れ

る
。
読
者
は
こ
こ
で
、
一
歩
引
い
た
外
在
的
視
点
か

ら
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
全
容
を
眺
め
、
よ
り
立
体
的
に

そ
の
在
り
方
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。�

（�

八
雲 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
九
九
〇
円　

5
月
刊
）

新書コーナー
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私の本棚

あ
な
た
が
教
え
て
く
れ
た
本

　

―
―
い
な
く
な
っ
て
初
め
て
も
っ
と
言
葉
を
メ
モ
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な

と
思
う
。
写
真
を
撮
っ
て
お
い
た
り
声
を
録
っ
て
お
い
た
り
。
ま
た
会
え
る
と

思
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
最
後
が
分
か
っ
て
い

た
ら
、
で
き
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
に
。
で
も
別
れ
と
は
そ
ん
な
も
の
か
…
…
。

　

だ
か
ら
せ
め
て
こ
こ
で
あ
な
た
が
教
え
て
く
れ
た
本
を
メ
モ
し
て
お
き
た
い
。

あ
な
た
の
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
本
に
出
会
え
ま
し
た
。

　
狂
気
に
惹
か
れ
て

　
「
埴
谷
雄
高
と
い
う
人
物
は
面
白
い
よ
」
と
あ
の
人
は
言
っ
て
い
た
。
し
か

し
代
表
作
『
死
霊
』
を
読
ん
で
も
中
々
分
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
時
、
鶴
見
俊
輔

が
『�

埴
谷
雄
高 

』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
鶴
見
は
晩
年
、

埴
谷
雄
高
論
を
書
く
中
で
、
戦
後
転
向
し
た
埴
谷
が
何
故
『
死
霊
』
の
よ
う
な

思
弁
的
な
作
品
を
作
っ
た
の
か
を
探
求
し
て
い
た
。

　

鶴
見
を
通
し
た
埴
谷
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
魅
力
が
分
か
っ
て
く
る
。
埴
谷

は
無
限
や
虚
無
を
描
く
中
で
人
間
の
卑
小
さ
を
強
調
し
て
い
た
。
時
に
幽
霊
に

肩
入
れ
し
、
時
に
虫
の
目
を
借
り
て
人
間
を
見
つ
め
る
埴
谷
。
鶴
見
は
お
そ
ら

く
、
自
身
の
中
に
あ
る
狂
気
を
埴
谷
の
中
に
見
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
っ
と
う

に
も
誠
実
に
も
な
ら
ず
、
た
だ
た
だ
狂
気
に
留
ま
る
埴
谷
は
、
た
し
か
に
戦
後

作
家
の
中
で
不
思
議
な
魅
力
を
放
っ
て
い
た
。

　
社
会
の
強
さ

　
「
杉
浦
日
向
子
の
本
は
全
部
買
っ
て
も
い
い
」
と
あ
の
人
は
言
っ
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
暮
ら
し
と
生
活
を
描
い
た
漫
画
家
、
杉

浦
。
代
表
作
『�

百
日
紅 

』
を
読
む
だ
け
で
も
、
全
著

作
を
集
め
た
く
な
る
ほ
ど
の
魅
力
が
分
か
る
。

　

浮
世
絵
画
家
・
葛
飾
北
斎
と
娘
の
お
栄
、
弟
子
の

英
泉
ら
を
主
人
公
に
江
戸
の
風
俗
と
文
化
が
描
か
れ
る
短
編
集
。
浮
世
絵
の
よ

う
な
タ
ッ
チ
も
相
ま
っ
て
、
ま
る
で
落
語
を
聞
い
て
い
る
よ
う
に
物
語
が
進
ん

で
い
く
。

　

気
付
く
の
は
人
と
人
と
の
距
離
感
だ
。
血
縁
も
な
い
け
れ
ど
家
族
に
な
り
、

知
り
合
い
で
も
な
い
の
に
飯
を
強
請
る
。
火
事
が
あ
れ
ば
祭
り
の
よ
う
に
町
民

が
集
ま
り
宴
会
を
起
こ
し
、
死
や
官
能
が
日
常
の
中
に
そ
っ
と
顔
を
出
す
。

　

適
度
な
距
離
を
と
り
な
が
ら
人
付
き
合
い
を
し
、
面
倒
ご
と
に
巻
き
込
ま
れ

な
が
ら
、
そ
れ
を
楽
し
く
や
り
す
ご
し
て
い
く
。
社
会
の
強
さ
と
は
結
局
、
そ

ん
な
人
と
人
と
の
付
き
合
い
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
弱
さ
に
つ
い
て

　
「
書
評
す
る
な
ら
こ
の
本
が
お
薦
め
か
な
」
と
あ
の
人
は
言
っ
て
い
た
。
岡

田
美
智
男
著
『�

弱
い
ロ
ボ
ッ
ト 

』。
ロ
ボ
ッ
ト
と
聞
く
と
す
ぐ
に
「
使
え
る
こ

と
」
を
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
し
ま
う
。
役
に
立
っ
て
、
勝
手
に
作
業
を
し
て
く
れ

る
機
械
。
し
か
し
著
者
は
そ
う
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
魅
力
を
感
じ
な
い
。

　

本
書
で
登
場
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
ど
こ
か
足
り
な
い
。
話
し
か
け
ら
れ
て
も

「
む
～
」
と
悩
ん
で
ば
か
り
の
ロ
ボ
ッ
ト
。
ゴ
ミ
の
前
に
行
け
る
け
ど
拾
え
な

い
ゴ
ミ
箱
ロ
ボ
ッ
ト
。
し
か
し
そ
ん
な
足
り
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
を
前
に
、

人
々
は
立
ち
止
ま
る
。
子
供
た
ち
は
友
達
に
な
ろ
う
と
し
、
高
齢
者
が
ロ
ボ
ッ

ト
を
話
題
に
繋
が
っ
て
い
く
。
弱
さ
は
、
人
と
人
を
繋
げ
る
力
に
な
る
の
だ
。

　
「
弱
い
」
こ
と
に
も
役
割
が
あ
る
。「
強
く
」
な
る
こ
と
で
見
失
う
こ
と
も
あ

る
。
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
価
値
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
、
あ
の
人
は
よ
く
「
面

白
い
」
と
言
っ
て
い
た
っ
け
…
…
。

　

―
―
人
と
出
会
え
た
か
ら
本
と
出
会
え
た
。
実
は
先
生
の
講
義
や
ゼ
ミ
よ
り

も
、
何
気
な
い
雑
談
の
中
に
、
私
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。�

（�

き
も
の 

）
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招待状

ち
い
さ
い
秋
み
い
つ
け
た

　

あ
な
た
は
い
つ
も
ど
こ
で
本
を
買
っ
て
る
？　

ル
ネ
？
―
―
京
大
生
の
鑑
だ

ね
。
丸
善
？
―
―
ウ
ン
ウ
ン
、
丸
善
い
い
よ
ね
。
私
も
好
き
。Am

azon

？�

―
―
便
利
。
本
屋
っ
て
、
た
だ
の
「
本
を
買
う
・
売
る
場
所
」
じ
ゃ
な
く
て
、

そ
の
空
間
が
醸
し
出
す
雰
囲
気
と
か
、
演
出
さ
れ
る
時
間
と
か
、
そ
う
い
っ
た

時
間
・
空
間
を
含
ん
だ
体
験
一
般
を
指
す
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
最
近
思
う
ん

で
す
。
そ
れ
に
、「
本
」
っ
て
い
う
の
も
、
た
だ
の
「
読
ま
れ
る
も
の
」
じ
ゃ

な
く
て
、
時
間
・
空
間
を
含
ん
だ
「
体
験
」
を
指
す
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
こ

で
、
今
回
は
そ
ん
な
本
に
ま
つ
わ
る
「
体
験
」
の
書
評
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
誌
面
で
む
つ
か
し
い
話
は
た
く
さ
ん
読
ん
で
き
た
と
思
う
か
ら
、

こ
こ
で
は
ゆ
る
っ
と
し
た
話
を
す
る
ね
。
ほ
な
い
こ
か
。

　
ま
さ
か
の
休
館
・
ミ
シ
マ
社
の
本
屋
さ
ん

　

研
究
室
を
抜
け
出
し
て
、
ふ
ら
っ
と
自
転
車
で
ひ
と
っ
と
び
。
京
都
御
所
に

ほ
ど
近
い
「
ミ
シ
マ
社
の
本
屋
さ
ん
」
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
で
も
休
館
で
し

た
。
と
ほ
ほ
。
圧
倒
的
な
定
休
日
の
多
さ
で
有
名
な
ん
だ
と
か
、
有
名
じ
ゃ
な

い
ん
だ
と
か
。
悔
し
い
の
で
丸
善
に
行
っ
て
ミ
シ
マ
社
の
本
を
買
い
ま
し
た
。

結
局
丸
善
か
よ
。
そ
こ
で
買
っ
た
の
が
『�TH

E
 B

O
O

K
S

　
3
6
5
人
の
本
屋

さ
ん
が
ど
う
し
て
も
届
け
た
い
「
こ
の
一
冊
」 』
と
『�

今
日
の
人
生 

』。
ど
ち
ら

も
味
が
あ
っ
て
ス
テ
キ
で
す
。
特
に
『
今
日
の
人
生
』
は
益
田
ミ
リ
さ
ん
の
可

愛
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
、
オ
チ
の
な
い
「
今
日
の
人
生
」
を
描
い
た
ス
ト
ー
リ

ー
が
胸
を
暖
め
て
く
れ
ま
す
。「
―
―
と
い
う
今
日
の
人
生
」
と
い
う
作
中
で

使
わ
れ
る
お
決
ま
り
の
フ
レ
ー
ズ
を
使
う
こ
と
で
、
研
究
室
に
沈
む
夕
日
を
、

ち
ょ
っ
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
本
の

良
い
と
こ
ろ
は
、
変
に
気
張
り
す
ぎ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
言
い
換
え
る
と
、

「
売
れ
よ
う
」
と
し
て
い
る
感
じ
が
し
な
い
、
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
等
身
大
な
本
に
励
ま
さ
れ
た
、
午
後
二
時
半
の
私
で
し
た
。
え
へ
へ
。

　
ど
ん
な
名
前
し
と
ん
ね
ん
！
　
ホ
ホ
ホ
座

　

丸
善
か
ら
そ
の
足
で
三
条
大
橋
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る
「
ホ
ホ
ホ
座
」
に
向
か

い
ま
し
た
。
名
前
は
オ
ペ
ラ
座
み
た
い
だ
け
ど
、
実
は
本
屋
さ
ん
で
す
。
浄
土

寺
に
も
お
店
が
あ
る
ん
で
す
っ
て
。
今
度
行
っ
て
み
よ
っ
と
。
こ
の
「
ホ
ホ
ホ

座
」
の
誕
生
秘
話
が
知
り
た
く
て
、『�

ホ
ホ
ホ
座
の
反
省
文 

』
と
い
う
本
を
買
い

ま
し
た
。
本
書
の
一
番
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、「
自
分
た
ち
の
こ
と
を
棚
に
上

げ
な
い
」
と
い
う
著
者
の
姿
勢
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
意
識
高
い
系
」
の
本
と
は

違
っ
た
、
こ
れ
ま
た
等
身
大
の
成
功
談
・
失
敗
談
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
る

ほ
ど
、
だ
か
ら
「
ホ
ホ
ホ
座
」
な
ん
だ
…
…
と
い
う
名
前
の
秘
密
も
語
ら
れ
て

い
る
と
か
い
な
い
と
か
。
本
書
を
読
む
と
、
実
際
に
お
店
に
足
を
運
び
た
く
な

る
こ
と
請
け
負
い
で
す
。
あ
、
三
条
店
で
は
カ
レ
ー
が
食
べ
ら
れ
る
よ
。

　
旅
路
の
末
に
た
ど
り
着
い
た
天
狼
院
書
店

　

三
条
か
ら
鴨
川
を
南
下
し
て
、
四
条
へ
。
南
座
か
ら
ち
ょ
っ
と
南
に
下
っ
た

所
に
、
天
狼
院
書
店
と
い
う
お
店
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
「
秘
本
」
と
い
う

本
を
買
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
バ
ー
で
覆
い
隠
し
て
、

な
ん
の
本
か
秘
密
に
し
た
本
」
な
ん
で
す
。
か
れ
こ
れ
一
〇
個
以
上
も
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
中
身
が
公
開
さ
れ
て
「
公
然
の
秘
密
」
と
な
っ
た

第
●
代
秘
本
・『�

白
菊 

』
を
買
い
ま
し
た
。
長
岡
花
火
の
花
火
師
を
描
い
た
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
さ
ら
に
天
狼
院
書
店
発
行
の
『�R

E
A

D
IN

G
 LIFE

 

』
と
い
う

雑
誌
も
ゲ
ッ
ト
。
天
狼
院
の
情
報
が
盛
り
沢
山
で
す
。
読
み
終
え
た
ら
店
員
さ

ん
と
話
し
た
く
な
る
―
―
そ
ん
な
本
で
あ
り
、
そ
ん
な
本
屋
さ
ん
で
し
た
。

　

い
か
が
で
し
た
か
？　

ち
ょ
っ
と
し
た
秋
の
お
裾
分
け
で
し
た
。
あ
あ
、
ま

た
行
き
た
い
な
あ
。�

（�

出
席
点 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
特
集
「
受
賞
作
」
大
変
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
本
も
普
段
読
ま
な
い
ジ

ャ
ン
ル
が
多
く
夏
休
み
に
読
ん
で
み
よ
う
と
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
が
、
知
ら
な
い
賞
が
更
に
た
く
さ
ん

あ
る
な
ぁ
と
賞
名
を
見
て
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
本
を
選
ぶ
時
の
参
考
に
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。
皆
様
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

（�

防
災
研
・
ル
コ
ウ
ソ
ウ 

）

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

賞
の
種
類
を
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
、
読
む
ジ
ャ
ン
ル
も
増
え
て
い
く
と
思
う

の
で
、
有
意
義
な
企
画
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
！

○
私
も
あ
と
半
年
で
卒
業
す
る
の
で
、
今
の
う
ち
に

一
割
引
き
で
本
を
買
っ
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

�

（�

農
学
・
ち
っ
そ
の
日 

）

―
―
お
時
間
の
あ
る
学
生
の
間
に
是
非
！

○
四
〇
〇
号
の
刊
行
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特

集
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
五
○
号
、

一
〇
〇
号
な
ど
、
節
目
の
刊
行
で
は
ど
ん
な
表
紙
で

ど
ん
な
特
集
を
し
て
い
た
の
か
考
え
る
だ
け
で
も
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。
長
梅
雨
に
酷
暑
に
コ
ロ
ナ
で
読
書

時
間
が
増
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
多
彩
な
書
評
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。�

（�

防
災
研
・
水
引 

）

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

こ
れ
か
ら
も
色
々
な

企
画
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
！�

（�

ま
し
ゅ 

）

　僕は普段、ハンナ・アーレントという思想
家の研究をしています。けれども最近、なか
なか研究に身が入りません。「自分はなんで
こんな研究をしているんだろう」と、どうし
ても思ってしまうのです。ありきたりな問い
ですが、やはり切実な問いでもあります。
　では、なぜ僕はアーレントを研究すること
にしたのか。それはたぶん、忘れがたい文章
を、アーレントが遺したテクストに見出した
からです。たとえばこんな文章です――「何
もしていないときほど多くのことをしている
ときはなく、一人でいるときほど孤独でない
ときはない」。だとすると僕は、仰々しい言
い方ですが、救いをもたらしてくれるような
一文と出会うためだけに、今でもたくさんの
本を読んでいるのかもしれない。存在するか
も定かではない一節を、ずっと探し求めてい
るのかもしれない。そんなことを思います。
　そういえば堀辰雄は、こんな言葉を遺して
いました――「あらゆる作品の中で我々がよ
き涙を流すのは悲しい数頁のためではなく、
適当な場所に置かれた一行の奇蹟のためであ
る」。僕はこの「一行の奇蹟」を探し求めて
いるような気がしてなりません。� （�ぱや ）

当てよう！図書カード編集後記
　今年は一〇月に入っても暑い日があったり
しましたが、この頃は秋本番という感じがし
てきました。この季節、時々暖かくなる気候
を「小春日和」と呼びますが、さてこの小春
日和をアメリカではなんと言うでしょう。
　1．Indian�summer
　2．Canadian�summer
　3．St.Martin's�summer
　4．False�summer� （�ねこ ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 11 月 15 日です。

《7月号の解答》 7月号の問題の正解は、2．
早雲でした！　日本らしい厳かな雰囲気で、
圧倒的なリリシズムを魅せてくれるラッパー
です。『懊悩』という楽曲がオススメです！
　図書カードの当選者は、ルコウソウさん、
Soso さん、書さん、ぱすかるさん、ナクカ
メさんの 5名です。当選おめでとうございま
す。� （�ましゅ ）


